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奈良県議会だよりは2、5、8、12月の年4回発行予定です

　３４６回目となる６月定例会を、６月１８日から７月２日まで

の１５日間の日程で開催しました。今定例会には、知事から

条例改正案など47議案が提出されました。

　開会日には、荒井知事から提案理由説明を受けたあと、

関西広域連合議会議員の選挙を行いました。その後、４日

間にわたって13人の議員が代表質問や一般質問を行い

ました。また、各常任委員会を開催し、付託議案の審査を

行いました。

　閉会日には、各常任委員長報告の後、提案のあった議

案について、いずれも原案どおり可決、承認などしました。

さらに、各特別委員会の委員長報告があり、２年間の調査

を終了しました。

　また、同日に行った正副議長選挙により、議長に荻田義

雄議員を、副議長に和田恵治議員を選出したほか、議会運

営委員会、常任委員会並びに特別委員会の正副委員長及

び委員を選出しました。

6月定例会の概要

総務部、会計局、選挙管理
委員会、人事委員会、監査
委員及び公安委員会の所
管に属する事務に関する
事項並びに他の常任委員
会の所管に属しない事項
を所管します。

山中 益敏／乾 　浩之

中野 雅史／山村 幸穂

藤野 良次／山本 進章

定数９名

委員長

奥山 博康
（自民党奈良）

委 員

副委員長

松本 宗弘
（自民党絆）

植村 佳史／小林 　誠

西川 　　／井岡 正徳

荻田 義雄／尾﨑 充典

委員長

小林 照代
（日本共産党）

委 員

副委員長

浦西 敦史
（創生奈良）

小村 尚己／池田 慎久

大国 正博／太田 　敦

猪奥 美里／和田 恵治

中村 　昭

委員長

小泉 米造
（自民党奈良）

委 員

副委員長

佐藤 光紀
（日本維新の会）

川口 延良／田中 惟允

国中 憲治／秋本登志嗣

田尻 　匠／川口 正志

委員長

岩田 国夫
（自民党奈良）

委 員

副委員長

清水 勉
（日本維新の会）

樋口 清士／阪口 　保

米田 忠則／出口 武男

粒谷 友示／今井 光子

委員長

森山 賀文
（新政なら）

委 員

副委員長

亀甲 義明
（公明党）

福祉医療部の所管に属

する事務に関する事項

を所管します。

定数8名

水循環・森林・景観環境
部、産業・観光・雇用振興
部、食と農の振興部、労働
委員会及び内水面漁場管
理委員会の所管に属する
事務に関する事項を所管
します。 定数9名

県土マネジメント部、

水道局及び収用委員

会の所管に属する事務

に関する事項を所管し

ます。 
定数９名

文化・教育・くらし創造

部及び教育委員会の所

管に属する事務に関す

る事項を所管します。

定数8名

総務警察委員会 厚生委員会 経済労働委員会 建設委員会 文教くらし委員会

議会の運営に関する事項、議会の会議

規則、委員会に関する条例等に関する

事項並びに議長の諮問に関する事項な

どを所管します。

委員数10名
委員長

粒谷 友示
（自民党奈良）

副委員長

西川　　
（自民党奈良）

樋口 清士／植村 佳史／山中 益敏／太田 　敦

佐藤 光紀／田中 惟允／田尻 　匠／山本 進章

委　員

尾﨑 充典
（新政なら）

荻田 義雄
（自民党奈良）

議長

和田 恵治
（創生奈良）

副議長

議員から選任する
監査委員

浦西 敦史
（創生奈良）

小林　誠
（日本維新の会）

阪口　保
（創生奈良）

尾﨑 充典
（新政なら）

正副議長、各委員会の委員が
決まりました

議会運営委員会

関西広域連合議会議員

常任委員会
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代表質問6月定例会

県内の感染者は５月中旬以降減少

傾向に転じたが、リバウンドの懸念

が残るため、県内の実情を踏まえた奈良

県緊急対処措置を、７月１１日まで延長し

た。今後も高い危機意識を持ってリバウ

ンドを抑え、感染の早期収束に向けて取

り組んでいく。具体的には、家庭内外に

おける感染予防策の情報発信に努める

ほか、社会福祉施設等への実地指導の継

続及び職員に「持ち込ま

ない対策」の徹底を要請

するクラスター対策、入

院病床、宿泊療養室の確

保、ワクチン接種の早期

展開を重点的に進めて

いく。

今回の第４波の状況をどのように

捉え、今後、どのように感染拡大の

防止、感染の収束に向けて取り組んでい

くのか。

新型コロナウイルス
感染症対策について

田中 惟允議員 （自由民主党）

た なか　 ただ みつ

問

答

●大和平野中央プロジェクト●奈良県障害者総

合支援センターのあり方●県産材の供給拡大●

奈良県の観光振興●大規模広域防災拠点の整

備●都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

他の質問項目

ヤングケアラーは学びや遊びなど

を通して健やかに育つ権利が保障

されていないと認識している。支援の方

向性として、身近にいる大人が子どものケ

ア負担を見逃すことなく、相談に対応する

窓口に確実に繋げること、児童・介護・障が

い等福祉と教育の関係者が密接に連携し、

各種サービスを適切に利用できるよう家

族を支援することで、子どものケア負担を

取り除くことが大切である。県では、支援

の連携体制づくりや具体的支援策を検討

するため、庁内連携会議

を立ち上げたところで、

関係者への啓発・研修な

どを進めるとともに、ヤ

ングケアラーの早期把

握と支援に取り組む。

ヤングケアラーへの支援が十分で

はない現状を踏まえ、県は、この問

題をどのように捉え、対策を講じていこ

うとしているのか。

ヤングケアラー
への支援について

小泉 米造議員 （自民党奈良）

こ いずみ よね ぞう

問

答

●新型コロナウイルス感染症の

変異株への対応●感染防止対策施設認証制度
●豊かな食と農の振興計画●近鉄郡山駅周辺

地区のまちづくり●スマートフォンを活用した

110番通報●国道３０８号の待避所整備

他の質問項目

大会開催の効果が一過性でなく、

実施競技が地域に根付くなど、大

会後も持続するようにしたい。競技会場

については、周辺の交通アクセスや宿泊

施設の確保のほか、施設改修等も必要に

なるため、施設整備費用の一部を支援す

ることを考えている。また、県南部地域で

は、既存の施設や地勢を活かした競技の

実施も期待される。

南部地域の振興に繋がり、スポーツや健

康づくりへの地域住

民の関心が高まるよ

う、市町村と協議を重

ね、地域にふさわしい

競技を実施できるよ

う取り組む。

１０年後の開催に向けて、県は橿原

市や磯城郡で施設整備に取り組ん

でいるが、南部地域においても、県が地

元への支援に力を入れ、大会競技を実施

できるように、施設整備等に取り組むべ

きと考えるがどうか。

国民スポーツ大会
等の開催に向けた
施設整備について

浦西 敦史議員 （創生奈良）

うら にし あつ し

問

答

●新型コロナウイルス感染症への対応
●森林の防災機能の向上
●介護保険料

他の質問項目

全ての希望者への接種を１１月末

までに完了させるには、職域接種

の推進が重要となる。しかし、中小企業に

よる職域接種については、最低限必要と

なる千人を集めることや医療従事者の確

保等の負担が問題となっている。

県では、より多くの方に接種いただける

よう広域ワクチン接種会場を設置し、約７

万人への接種を予定している。

また、歯科医師による接種は既に奈良市

で実施されているほか、薬剤師による接

種も可能とするよう国に対

して要望している。

今後も企業等の職域接種

について、様々な相談に応

じ丁寧に対応していく。

ワクチン接種を更に加速させる
ためには、職域接種の推進が重

要であるが、今後どのように取り組むの
か。また、地域の歯科医師に協力いただ
くことで、より一層接種が進むと考える
がどうか。

新型コロナワクチン
の職域接種について

猪奥 美里議員 （新政なら）

い  おく み さと

問

答

●メガソーラーの設置●農作物

の安定供給●性的マイノリティへの理解促進

と差別の解消●育児休業取得時の保育の継続

利用●高校生への留学支援

他の質問項目

市町村に対し、女性への支援活動

等を強化するための国の交付金の

活用を促すほか、関係機関との連携強化

等による相談支援体制の充実を働きか

けていく。県では、女性特有の不調がも

たらす企業の損失などについて理解を深

めるため、女性が働くうえでハンディにな

らない環境整備や企業の意識改革に取

り組んでいる。こうした取組をはじめ、固

定的な性別役割分担意識や性差に関す

る無意識の思い込みの払拭

など、女性が活躍するうえ

で弊害となっている困難を

丁寧に取り除く努力を続け

ていく。

「生理の貧困」についての市町村の

取組を一過性にしないため、県は

どのように支援するのか。また、「生理の

貧困」の解決には、生理をはじめ女性の

健康問題について社会の理解を促すこ

とが重要だが、ジェンダー平等社会実現

のためにどう取り組むのか。

「生理の貧困」の解決
などジェンダー平等社会
実現の取組について

山村 幸穂議員 （日本共産党）

やま  むら さち　ほ

問

答

●新型コロナウイルス感染症

対策●県域水道一体化●京奈和自動車道大和

北道路のトンネル区間の整備●行政のデジタ

ル化

他の質問項目

デジタル技術を防災や医療などに
活用することで県民生活の質の向

上につながる。県では、行政・家庭・経済の
３分野でデジタル化を推進し、県民が恩恵
を享受できる環境を整えていく。６月には

「奈良県地域デジタル化戦略本部」を立ち
上げ、また、地域デジタル化の司令塔とな
るデジタル戦略課を今年度から設置した。
戦略本部を中心に、デジタル技術を活用
して創造的かつ活力ある社会の実現を目
指す「奈良県地域デジタル化戦略」を策定
する。９月までに基本方針、年度内に実行
計画として取りまとめてい
く。また、今年度中に職員
用端末の半数をモバイル
化し、ペーパーレス会議シ
ステムを整備していく。

住民の利便性向上や行政効率化
の観点から、県庁のデジタル化を

推進すべきであると考えるが、県の方針、
県庁内の推進体制、今後のスケジュール
について伺いたい。

県庁のデジタル化
について

佐藤 光紀議員 （日本維新の会）

さ  とう みつ のり

問

答

●観光地の交通戦略
●新型コロナワクチン接種
●交番・駐在所の最適化
●県域水道一体化

他の質問項目

感染症指定医療機関

ヒルクライム大台ヶ原
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代表質問・一般質問とその答

弁を掲載した会議録を、次の

定例会開会までに

奈良県議会ホーム

ページに掲載します。

質問・答弁の全文は

副反応に関する相談が最も多く、緊
急性を判断し、緊急を要する場合は

直ちに救急要請を、そうでない場合でも症
状悪化と判断した場合には受診可能な医
療機関を示して早期受診を勧めている。そ
のほか基礎疾患がある場合の接種前相談
も多い。今後も安心して接種を受けていた
だけるよう丁寧な相談対応に努めていく。

県民が安心して接種するには、接
種後の副反応への対応が重要であ

る。県の副反応コールセンターにはどの
ような相談があり、どのように対応してい
るのか。

新型コロナワクチン
副反応コールセンター
の対応について

小村 尚己議員 （自由民主党）

こ  むら なお き

問

答

●新型コロナウイルスによる影

響を受けている県経済への対応●ヤングケア

ラーの実態と学校現場での対応

他の質問項目

一般質問6月定例会

本年秋には市町村や関係団体で構
成する準備委員会を立ち上げ、大

会開催に向けて計画的に準備を進めて
いく。また、大会開会式会場にもなる新た
なスポーツ拠点の整備については、橿原
市と協議を重ね、９月を目途に、基本的な
方針を固めたい。中南和地域の発展のた
めにも立派な施設ができることを願う。

令和１３年の大会開催までに取り組むべ
き内容について伺いたい。また、橿原市

と協議を進めている一体的なスポーツ拠点施
設整備に関する県の考えについても伺いたい。

国民スポーツ大会・
全国障害者スポーツ大会
に向けた取組について

森山 賀文議員 （新政なら）

もり やま よし ふみ

問

答

●県産材の利用促進●奈良県総合リハビリテー

ションセンターにおける発達障害の診療●県立高校における発達障害の

ある生徒への教育やサポート体制●コロナ禍の高齢者に対する特殊詐欺

被害防止●コロナ禍の交通事業者をはじめとする事業者への支援の継続

他の質問項目

事業の円滑かつ確実な進捗を図るために
は、地元住民をはじめ関係者との議論を十

分に重ね、丁寧な周知を行うとともに、理解と協力
を得ながら進めていく必要があると考えるがどうか。

近鉄大和西大寺駅周辺
立体交差化と近鉄奈良線
移設構想について

池田 慎久議員 （自由民主党）

いけ だ のり ひさ

問

交通渋滞解消や拠点駅としての機能向
上など地域の活性化に大きく貢献する

一方、工事の難易度が高く、事業期間も長期に
及ぶことが想定されることから、実施にあたっ
ては、地元住民をはじめ関係者の理解と協力
を得ながら進めていくことが大切である。様々
なプロセスを進めるにあたり、事業内容や周辺
への影響などについて、丁寧に説明していく。

答

●新型コロナウイルス感染症にか

かる医療提供体制●奈良県文化財保存活用大綱●奈

良公園の鹿を護る取組●国道３０８号の近鉄尼ヶ辻駅

周辺における歩道整備●トビイロウンカの防除対策

他の質問項目

避難所における新型コロナウイル
ス感染症対策をより適切に行う等

のため、その必要性を踏まえた奈良県地
域防災計画の修正を行うべきと考える
がどうか。

奈良県地域防災計画
の修正について

太田 敦議員 （日本共産党）

おお  た あつし

問

昨年３月の修正以来、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大、直近の災

害からの課題や教訓、避難情報の包括的
な見直しをはじめとする災害対策基本法
の改正など、計画に反映すべき新たな状
況の変化が生じていることから、これら
を総合的に調整・検討し、今年度中を目
途に計画の修正を進めていく。

答

●生活困窮者への生活支援の

取組●大和川流域総合治水対策●平群町のメ

ガソーラー開発計画

他の質問項目

退部後も山辺高校で学ぶことは可
能であるため、生徒や保護者の意

向等の個別の状況を丁寧に聞き取り、最
善の選択となるよう支援していく。飲酒行
為があった生徒は既に退部していること
や、連帯責任は、安易に導入するものでは
なく、部員一人ひとりの責任感やチームの
団結が強まるときに導入することが教育
的と思われることから、全国大会への参加
自粛は考えていない。

民間企業（天平フーズ）主導で部活動が行わ
れているが、監督のパワハラの疑いのほか、

部員の半数が退部し、多くが転学しており、見直しが必
要ではないか。部員の飲酒行為が再度発覚したが、全
国大会への参加自粛が社会通念上、妥当ではないか。

山辺高校のサッカー
部のあり方について

阪口 保議員 （創生奈良）

さか ぐち たもつ

問

答

●昆虫保護条例の制定他の質問項目

金剛山や葛城山、二上山など金剛葛
城山系は、大阪府との府県境にあり、

登山道も複数の自治体をまたぐため、広域
的な視点から整備を検討する必要がある
と考えるが、今後、どのように取り組むのか。

金剛葛城山系の
登山道整備について

西川 均議員 （自民党奈良）

にし かわ ひとし

問

尾根筋を縦走するダイヤモンドトレー
ルは、県が整備を実施している。また、

これに接続する登山道について市町村が整
備を行う場合は、市町村からの技術的相談に
積極的に応じるとともに、整備に活用できる
国の自然環境整備交付金の確保に努める。
今後とも、市町村や地元関係団体と連携し、
計画的かつ効果的な整備に取り組んでいく。

答

●青少年のインターネット・リテ

ラシーの向上●県道橿原新庄線の整備●国道

165号大和高田バイパスの整備

他の質問項目

文化会館は、国際ホールの音響が

優れていると評判が良いことから、

その強みを生かし、「音にこだわる」をコ

ンセプトに、音楽系を軸とした舞台芸術

の殿堂とする。

また、前庭に面した場所に新たにカフェを

設置するほか、東側を開放感あふれる、

ゆるやかな階段に改修するなど、周辺が

賑わうような演出も計画している。

令和３年度から２か年で整備に係る設計

を行い、歴史ある奈良公園にふさわしい

文化ゾーンとなるよう、利用者の利便性

の向上と安全確

保に十分配慮し

た再整備を着実

に進める。

文化会館・美術館及びその周辺一
体を文化ゾーンとして捉えた面的

な整備・情報発信の向上が必要と考える
が、奈良県文化会館をどのようなコンセ
プトで整備しようと考えているのか。

奈良県文化会館の
整備について

大国 正博議員 （公明党）

おお くに まさ ひろ

問

答

●新型コロナウイルス感染症

にかかるワクチンの円滑かつ迅速な接種●新

型コロナウイルス感染症の後遺症における相

談体制●大和西大寺駅及び平城宮跡周辺の

踏切道改良対策●心のバリアフリーの取組

他の質問項目

▶奈良テレビでは、本会議の

代表・一般質問を生中継して

います。

▶インターネット動画では、本会

議の全日程や委員会の審議

の様子をライブ配信すると

ともに、録画配信も

行っています。

議会の様子を

テレビやインターネットで

視聴できます

※感染予防のため、可能な限りこちら
をご活用願います。

奈良県議会中継 検索

整備のイメージ
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県議会では、公職選挙法を遵守し、虚
礼廃止の実をあげるため、選挙区内
の香典を一切行わないことで申し合
わせています。

　新型コロナウイルス感染症のいわゆる第４波に対処するため、「新型コロナ

ウイルス感染症奈良県緊急対処措置」が実施され、都度開催した本対策会議

において知事から説明を受けました。

　議員からは、飲食店や宿泊施設等の認証制度の認証状況、宿泊療養者等の

健康管理、入院・入所待機者への支援、ワクチン接種の進捗状況、接種会場へ

の移動手段確保、ワクチン接種後の日常生活で気を付ける点や、変異株であるデルタ株の検査体制などにつ

いて質問や提案を行うなど、活発な議論を行いました。

※この情報は７月１日時点のものです。最新の情報は県議会ホームページをご参照願います。

この定例会では、意見書５件を可決しました。

意見書は、内閣総理大臣のほか関係大臣などに提出しました。

・こども政策の一層の充実に向けた「こども庁」の創設を求める意見書

・沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を基地建設の埋め立て等

に使用しないよう求める意見書

・新型コロナウイルスワクチン接種に関する意見書

・コロナ禍における「生理の貧困」への支援を求める意見書

・台湾の世界保健機関（ＷＨＯ）への参加を求める意見書　　　　

特別委員会

令和３年度奈良県一般会計補正予算（第３号）

奈良県地域防災活動推進条例の一部を改正する条例　等

市町村負担金の徴収について　等

副知事の選任について　等

地方自治法第１７９条第１項の規定による専決処分の報告について

令和２年度奈良県一般会計予算繰越計算書の報告について　等

項　目 件数 件 　　　名 議決結果

１件

１９件

４件

２件

１件

１９件

知事提出の予算案件 

知事提出の条例案件

知事提出のその他案件

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

原案承認

報告受理

地方自治法第１７９条第１項の規定による専決処分の報告について１件知事提出のその他案件

〈令和３年度議案〉

〈令和2年度議案〉

原案承認

6 月 定 例 会 　 議 決結果

観光力の向上に関する
ことを調査並びに審査し
ます。

定数8名

観光振興対策
特別委員会

小村 尚己／山中 益敏

松本 宗弘／佐藤 光紀

中野 雅史／岩田 国夫

委員長

田尻　匠
（新政なら）

委 員

副委員長

浦西 敦史
（創生奈良）

南部・東部地域の振興に
関することを調査並び
に審査します。

定数9名

南部・東部地域振興対策
特別委員会

亀甲 義明／田中 惟允

国中 憲治／秋本 登志嗣

森山 賀文／川口 正志

委員長

西川　　
（自民党奈良）

委 員

副委員長

太田　敦
（日本共産党）

少子化対策及び女性の
活躍促進に関すること
を調査並びに審査しま
す。 定数9名

少子化対策・女性の活躍促進
特別委員会

乾 　浩之／山村 幸穂

猪奥 美里／米田 忠則

出口 武男／粒谷 友示

委員長

川口 延良
（自民党絆）

委 員

副委員長

阪口　保
（創生奈良）

防災力向上及び県土の
強靱化に関することを
調査並びに審査します。

定数8名

総合防災対策
特別委員会

植村 佳史／池田 慎久

奥山 博康／小林 照代

藤野 良次／山本 進章

委員長

小林　誠
（日本維新の会）

委 員

副委員長

大国 正博
（公明党）

地域公共交通対策等に
関することを調査並び
に審査します。

定数8名

地域公共交通対策等
特別委員会

樋口 清士／清水 　勉

井岡 正徳／尾﨑 充典

和田 恵治／小泉 米造

委員長

今井 光子
（日本共産党）

委 員

副委員長

中村　昭
（自民党奈良）

可決した意見書

対策会議の様子

奈奈奈奈奈奈良良良良県県県県県議議議議会会会会会新新型型型型型コココロロロロナナナナウウウウウウイイイイイルルルルルススススス感感感感染染染染染症症症対対対対対対策策策策策会会会会会議議議議議議奈良県議会新型コロナウイルス感染症対策会議

※全ての議案等の件名及び議員別の表決結果は、ホームページに掲載しています。

県議会の感染症対策

▶出席者の間隔確保

▶会議中の扉開放

▶手指消毒、マスク着用
　　　　　などを行っています。

意
見
書

令
和
3
年
8
月
1
日
発
行　

年
4
回
発
行　

発
行
・
奈
良
県
議
会　

編
集
・
議
会
広
報
委
員
会
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